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本論文は全部で 8 章構成となっている。第 1 章から第 3 章までは文献をもとにした理論的分析が行わ
れ、残りの各章では第 3 章で提起された社会心理学的モデルにもとづき実証的研究が行われた。

























































































































係不安の特徴をもっともよく反映する FNE (fear of negative evaluation: 否定的評価懸念)の人格特性
に焦点を当て、これが基本モデルの心理過程にどのような調整効果をもたらすか考察した。そして、欲












モデルの実証的検討 第 4 章においては研究 l と研究 2 が実施され、親密な人物の非欲求充足行動は
RN の違反と知覚されて怒りを喚起させるという基本モデルの妥当性が検証された。研究 1 ではシナリ
オ法を採用し、参加者に対して相互作用相手(恋人 vs. 単なる顔見知り)が主人公の欲求を叶えない場































第 6 章では、欲求充足を拒否する非親密な人物の行動までも RN の違反と知覚させ、不適切に怒りを
喚起させる人格特性、すなわち FNE に焦点を当て、これが基本モデルにどのような影響を与えるか分
析することを試みた(研究 4 )。これまでの研究と同様に、相互作用相手(友人 vs. 単なる顔見知り)
が主人公の欲求を叶えなかった場面のエピソードを提示して、このとき感じた怒りの強さと RN の違反
を参加者に評定させた。すべてのシナリオ評定を終えた後、 FNE を測定する尺度に回答させた。媒介
分析を施したところ、非親密な人物が欲求充足を拒否した場合、 FNE の強い人はその行動を RN の違
反と知覚して激しく怒ることが見いだされた。

















































Adams や Walster の社会的交換理論、関係者の間で行われる資源交換の公平性基準は複数存在し(衡
平、平等、必要性)、それは関係タイプによって異なることを仮定する Deutsch や Fiske の社会関係理
論、更に、関係規範の本質は相手の欲求に応える責任 (RN) の程度であるとし、親密な関係ほどそれ








第 4 章~第 6 章において論者は、このモデルを構成する諸仮説の実証的検討を試みた。研究 1 及び 2
では恋人、友人、単なる顔見知りの人などが主人公の欲求を無視する 7 場面を例話として提示し、参加
者の怒りと違反知覚を測定したところ、いずれも恋人や友人の場合に強く、予測通り、参加者は親密な
相手には強い RN を期待しそれが満たされないときに強い怒りが喚起されることが確認された。研究 3
では、欲求無視の例話を、相手の側にそうした意図がなかった場合と意図はあったが実行できなかった
場合を設けて比較したところ、後者の場合怒りが強く、この場合もそれは RN の違反知覚によって媒介
されていることが確認された。研究 4 では、非親密な相手に対しても RN を期待し、それ故不適切な場
面において怒りを経験しやすいとされる人の特徴である否定的評価懸念に焦点を当て、参加者のこの特
性を測定した上で、友人か単なる顔見知りによって欲求が無視される例話を読ませて反応を観測した。
その結果、この特性が強い人は相手が非親密の場合にも RN 違反を知覚し、それ故に強い怒りを感じる
ことが見いだされた。最後の研究 5 は、実際の怒り経験を想起させ、その出来事について自己評定させ
るという方法によって、怒りがどのような行動反応を動機づけるかを検討したものである。研究者達は、
怒りが妨害された自己利益を回復したいとする利己的動機だけでなく、不正や違反を正したいとする公
正動機をも強めるとみなしてきたが、この研究は、規範違反モデルの予測通り、前者が親密な相手に対
して強く喚起されるのに対して、後者は関係タイプによって影響されないことを示した。
最終章の総合考察においては、論者は 5 個の実証研究の知見を体系化し、方法論上の制約を踏まえた
上で、提案したモデルの妥当性を確認した。それらの研究は、感情の認知理論を怒りに応用したもので
あるとともに、人付き合いの感情的・行動的交流を関係規範の観点から解析したものである。従来、単
なる原始的反応とみられがちであった怒りに対して、関係調整という高度に対人的機能を仮定し、その
要因と影響をモデル化し、一定水準の精度をもって実証的にこれを検証したことは社会心理学的人間関
係論分野における重要な成果と見なすことができる。よって、本論文の提出者は博士(文学)の学位を
授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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